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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フェース面にフェース開口部を有するヘッド本体と、前記フェース開口部を閉塞するフ
ェース部材とを具備する中空ゴルフクラブヘッドにおいて、前記フェース開口部の上縁お
よび前記フェース部材の上縁の一部または全部がクラウン部にまで延びており、かつ、フ
ェース面の上下方向中心位置の３．７～３．８ｍｍ上方に、フェース面上のヘッド重心位
置とフェース部材の図心位置とが一致して存在しているとともに、重心深度が３０～４０
ｍｍ、フェース高さが５０～６５ｍｍであることを特徴とするゴルフクラブヘッド。
【請求項２】
　ヘッド本体が鋳造により一体成形されていることを特徴とする請求項１に記載のゴルフ
クラブヘッド。
【請求項３】
　フェース部材が鍛造法またはプレスフォーミング法により成形されていることを特徴と
する請求項１または２に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項４】
　ヘッド本体とフェース部材とがプラズマ溶接、レーザ溶接または電子ビーム溶接により
接合されていることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載のゴルフクラブヘッ
ド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、中空ゴルフクラブヘッドに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、中空ゴルフクラブヘッドとして、図４、図５に示すように、フェース面１０にフ
ェース開口部１２を有するヘッド本体１４と、上記フェース開口部１２を閉塞するフェー
ス部材１６とを具備するものがある（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　上述したような中空ゴルフクラブヘッド、特に最近のチタン合金製の中空ゴルフクラブ
ヘッドは、製造技術の向上によってさらなる大型化が可能となっている。また、ヘッドの
大型化だけでなく、深重心化により、ボール打撃時のヘッドの返り易さやボールの上がり
易さを向上させる研究も進んでいる。
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－１３７３９６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　図４、図５に示したような中空ゴルフクラブヘッドは、フェース面上のヘッド重心位置
（ゴルフクラブヘッドの実際の重心をフェース面に垂直に投影した点）とフェース部材の
図心位置とができるだけ近いこと、特にフェース面上のヘッド重心位置とフェース部材の
図心位置とが一致していることが、ボール打撃時におけるフェース部材の撓みが大きくな
り、飛距離および打感が向上する点で好ましい。なお、図心とは、図形の面積を力と考え
てその合力を求めたとき、その作用点に相当する点をいう。また、ゴルフクラブヘッドの
実際の重心は、図５において符号Ｇで示すようにゴルフクラブヘッド内の中空部に位置し
ている。
【０００６】
　しかし、前述したヘッドの深重心化により、図４、図５に示すように、フェース面上の
ヘッド重心位置Ａがフェース部材の図心位置Ｂよりかなり上方になり、フェース部材１６
でゴルフボールを打撃したときにフェース部材１６が十分に撓まず、飛距離が不十分にな
るとともに、打感が悪くなることがあった。
【０００７】
　本発明は、前述した事情に鑑みてなされたもので、ヘッド本体のフェース開口部にフェ
ース部材が固着されたゴルフクラブヘッドであって、フェース部材でゴルフボールを打撃
したときにフェース部材が十分に撓み、これにより飛距離および打感が向上するゴルフク
ラブヘッドを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、前記目的を達成するため、フェース面にフェース開口部を有するヘッド本体
と、前記フェース開口部を閉塞するフェース部材とを具備する中空ゴルフクラブヘッドに
おいて、前記フェース開口部の上縁および前記フェース部材の上縁の一部または全部がク
ラウン部にまで延びており、かつ、フェース面の上下方向中心位置の３．７～３．８ｍｍ
上方に、フェース面上のヘッド重心位置とフェース部材の図心位置とが一致して存在して
いるとともに、重心深度が３０～４０ｍｍ、フェース高さが５０～６５ｍｍであることを
特徴とするゴルフクラブヘッドを提供する。
【０００９】
　本発明のゴルフクラブヘッドは、フェース部材の上縁の一部または全部をクラウン部に
まで延ばしたので、フェース部材の図心位置が図４、図５のゴルフクラブヘッドに較べて
上方になる。そのため、フェース面上のヘッド重心位置とフェース部材の図心位置とを一
致させることができる。したがって、本発明のゴルフクラブヘッドは、フェース部材でゴ
ルフボールを打撃したときにフェース部材が十分に撓み、飛距離および打感が向上する。
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【発明の効果】
【００１０】
　本発明のゴルフクラブヘッドは、フェース部材でゴルフボールを打撃したときにフェー
ス部材が十分に撓むため、飛距離が増大するとともに、良好な打感を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明するが、本発明は下記例に限定される
ものではない。図１は本発明に係るゴルフクラブヘッドの一実施形態を示す斜視図、図２
は同ゴルフクラブヘッドの図１Ｘ－Ｘ端面図、図３は同ゴルフクラブヘッドのフェース部
材の斜視図である。
【００１２】
　本例のゴルフクラブヘッドは、フェース面３０にフェース開口部３２を有するチタニウ
ム合金（具体的にはＴｉ－６Ａｌ－４Ｖ）製のヘッド本体３４と、フェース開口部３２を
閉塞するチタニウム合金（具体的にはＳＡＴ２０４１）製のフェース部材３６とを具備す
る。
【００１３】
　本例のゴルフクラブヘッドは、フェース開口部３２の上縁がクラウン部３８にまで延び
ているとともに、それに対応して上記フェース開口部３２を閉塞するフェース部材３６の
上縁もクラウン部３８にまで延びている。そのため、フェース面３０上のヘッド重心位置
Ｃと、フェース部材３６の図心位置Ｄとが一致した状態となっている。したがって、本例
のゴルフクラブヘッドは、フェース部材３６でゴルフボールを打撃したときにフェース部
材３６が十分に撓むため、飛距離が増大するとともに、良好な打感を得ることができる。
【００１４】
　本発明において、フェース開口部の上縁およびフェース部材の上縁の一部または全部を
クラウン部にまで延ばす態様に特に限定はなく、フェース面上のヘッド重心位置とフェー
ス部材の図心位置とを一致させるように、フェース開口部の上縁の一部または全部をヘッ
ド本体のクラウン部に入り込ませ、クラウン部の一部とフェース部材の上縁の一部または
全部とを当接させる態様であればよい。
【００１５】
　本発明において、ヘッド本体は一体に形成してもよく、複数の部材を接合して形成して
もよい。また、ヘッド本体の材質や成形方法に限定はないが、材質としてはチタニウム合
金が好ましく、成形方法としては鋳造により一体成形することが好ましい。
【００１６】
　本発明において、フェース部材の材質や成形方法も特に限定されないが、材質としては
チタニウム合金が好ましく、成形方法としては鍛造法またはプレス加工によるプレスフォ
ーミング法が適当である。
【００１７】
　また、ヘッド本体とフェース部材との接合方法に限定はないが、接合箇所をきれいに仕
上げる点、ゴルフクラブヘッドの重量精度を高める点などで、プラズマ溶接、レーザ溶接
または電子ビーム溶接により接合することが好適である。この場合、プラズマ溶接として
は、プラズマアークによる高温エネルギーで被溶接材料を溶解して再凝固させ、溶接を行
う公知のプラズマ溶接を使用することができる。レーザ溶接としては、ＣＯレーザ、ＣＯ

２レーザ等の気体レーザや、ＹＡＧレーザ等の固体レーザを用いた公知のレーザ溶接を使
用することができる。電子ビーム溶接としては、適宜出力の電子ビームを用いた公知の電
子ビーム溶接を使用することができる。なお、プラズマアーク溶接を使用する際には、接
合部に余盛りができるようフィラーワイヤ等を接合部材間に溶加させることが、溶接部材
間の寸法精度が悪くても溶接性、溶接強度を向上させることができる点で好ましい。
【００１８】
　本発明のゴルフクラブヘッドでは、各部の寸法等を下記のように設定することが飛距離
および打感の向上の点で有効である。
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（１）重心深度を３０～４０ｍｍ、より好ましくは３２～３５ｍｍとする。
（２）フェース高さを５０～６５ｍｍ、より好ましくは５５～６０ｍｍとする。
【００１９】
　なお、本発明のゴルフクラブヘッドは前述した例に限定されるものではなく、本発明の
要旨を逸脱しない範囲で種々変更することができる。例えば、前記実施形態ではフェース
開口部の上縁およびフェース部材の上縁のほぼ全部をクラウン部にまで延ばしたが、フェ
ース開口部の上縁およびフェース部材の上縁の一部のみをクラウン部にまで延ばしてもよ
い。
【実施例】
【００２０】
　下記実施例１、実施例２および比較例のゴルフクラブヘッドを作製した。
［実施例１］
　フェース面上のヘッド重心位置とフェース部材の図心位置とが一致した図１～図３に示
した前記実施形態のゴルフクラブヘッドであって、フェース面の上下方向中心位置の３．
８ｍｍ上方に上記フェース面上のヘッド重心位置およびフェース部材の図心位置が存在す
るゴルフクラブヘッド。
［実施例２］
　フェース面上のヘッド重心位置とフェース部材の図心位置とが一致した図１～図３に示
した前記実施形態のゴルフクラブヘッドであって、フェース面の上下方向中心位置の３．
７ｍｍ上方に上記フェース面上のヘッド重心位置およびフェース部材の図心位置が存在す
るゴルフクラブヘッド。
［比較例］
　フェース面上のヘッド重心位置とフェース部材の図心位置とが一致していない図４、図
５に示したゴルフクラブヘッドであって、フェース面の上下方向中心位置の３．２ｍｍ上
方に上記フェース面上のヘッド重心位置が存在するゴルフクラブヘッド。
【００２１】
　上記実施例１、実施例２および比較例のゴルフクラブヘッドを用いたゴルフクラブを作
製し、このゴルフクラブを用いてプロゴルファーによる試打を行った。結果を表１に示す
。表１の結果より、本発明のゴルフクラブヘッドによれば飛距離が増大することが分かる
。なお、実打データによれば、上級者およびプロゴルファーの１番ウッドにおける打点は
、フェース面の上下方向中心位置よりやや上方に集中していた。したがって、本発明のゴ
ルフクラブは、特に上級者およびプロゴルファーの使用により効果が上がるものである。
【００２２】
【表１】

【図面の簡単な説明】
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【００２３】
【図１】本発明に係るゴルフクラブヘッドの一実施形態を示す斜視図である。
【図２】図１のゴルフクラブヘッドの同図Ｘ－Ｘ端面図である。
【図３】図１のゴルフクラブヘッドのフェース部材の斜視図である。
【図４】従来のゴルフクラブヘッドの一例を示す斜視図である。
【図５】図４のゴルフクラブヘッドの同図Ｙ－Ｙ端面図である。
【符号の説明】
【００２４】
３０　フェース面
３２　フェース開口部
３４　ヘッド本体
３６　フェース部材
３８　クラウン部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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